
『
た
ま
き
は
る
』
の
成
立
と
主
題

一
奥
書
・
第
二
部
の
検
討
か
ら
第
一
部
へ
一

森

田

兼

吉

 
 
 
 
 
一

 
『
た
ま
き
は
る
』
は
藤
原
定
家
の
姉
健
御
前
（
建
春
門
院
中
納
言
・
八
条
院

中
納
言
）
の
書
い
た
宮
仕
え
生
活
の
回
想
記
で
あ
る
。
健
御
前
は
平
家
全
盛
の

と
き
、
十
二
歳
で
平
清
盛
の
妻
時
子
の
妹
で
後
白
河
法
皇
の
妃
建
春
門
院
に
出

仕
、
華
や
か
な
後
宮
で
の
生
活
を
満
喫
し
た
も
の
の
、
二
十
歳
の
年
に
垂
下
門

院
の
崩
御
に
あ
っ
て
宮
仕
え
を
退
き
、
源
平
の
動
乱
に
直
接
巻
き
込
ま
れ
も
し

た
が
、
平
家
滅
亡
の
前
年
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
に
、
八
条
院
（
鳥
羽
天
皇

皇
女
瞳
子
内
親
王
）
の
も
と
に
再
出
仕
し
、
そ
の
崩
御
ま
で
二
十
八
年
間
に
わ

た
っ
て
仕
え
た
人
で
あ
る
。
生
後
三
ヵ
月
足
ら
ず
で
八
条
院
の
養
子
と
な
っ
た

後
鳥
羽
天
皇
第
一
皇
女
昇
子
内
親
王
は
後
に
上
客
天
皇
の
準
母
と
な
り
、
皇
后

と
し
て
尊
ば
れ
、
春
華
門
院
と
号
し
た
方
だ
が
、
そ
の
春
華
門
院
に
も
幼
時
か

ら
仕
え
、
八
条
院
崩
御
後
数
カ
月
で
喪
っ
て
し
ま
う
と
い
う
、
幾
つ
も
の
悲
し

い
経
験
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
人
の
回
想
記
と
い
う
だ
け
に
、
内
容
に
も
関
心

が
も
た
れ
る
の
だ
が
、
作
品
の
成
立
過
程
も
、
そ
れ
ま
で
の
日
記
文
学
に
は
見

ら
れ
な
い
特
異
な
も
の
を
持
っ
て
い
て
、
一
層
興
味
深
い
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

 
『
た
ま
き
は
る
』
の
伝
本
と
し
て
は
金
沢
文
庫
の
創
設
者
北
条
実
時
の
孫
金

沢
貞
顕
が
乾
元
二
年
（
＝
二
〇
三
）
二
月
に
京
都
で
書
写
し
、
金
沢
文
庫
に
収

め
た
本
が
今
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
一
旦
金
沢
文
庫
か
ら
流
失
し
、
現
在
の
所
蔵

者
は
中
村
禮
子
氏
だ
が
、
金
沢
文
庫
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
重
要
文
化
財
指
定

の
美
本
で
、
信
頼
す
る
に
足
る
写
本
で
あ
る
（
注
1
）
。
最
近
津
本
信
博
氏
に
よ
っ

て
精
巧
な
複
製
本
が
刊
行
さ
れ
、
原
型
に
接
し
や
す
く
な
っ
た
の
は
喜
ば
し
い

こ
と
で
あ
っ
た
（
注
2
）
。
墨
付
七
六
丁
（
貞
顕
の
奥
書
を
除
い
て
一
五
一
面
）
、
 
的

そ
の
六
一
丁
裏
に
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
臼

9
本
云

 
A
建
保
七
年
三
月
三
日
書
了
。
西
お
も
て
に
て
、
ひ
る
つ
か
た
正
す
こ
し

 
 
吹
に
、
少
納
言
殿
に
よ
ま
せ
ま
い
ら
せ
て
。
と
。

 
B
是
ハ
存
生
之
時
令
レ
書
。

 
 
存
生
之
時
不
レ
見
二
等
草
子
一
。
没
後
所
二
見
及
一
也
。
高
橋
殿
南
向
に
て

 
 
老
病
之
後
狂
事
歎
。
以
二
養
子
之
禅
尼
一
戸
レ
書
云
々
。
文
章
詞
躰
不
二
尋

 
 
常
一
、
難
レ
恥
二
披
露
一
重
不
二
破
却
一
。

と
あ
り
（
A
B
の
記
号
、
句
読
点
、
濁
点
、
返
り
点
は
森
田
が
私
に
付
し
た
。

以
下
同
じ
）
、
六
二
丁
表
に
、

 
C
こ
れ
ハ
み
な
の
ち
に
入
道
ど
の
・
か
き
そ
へ
さ
せ
お
は
し
ま
し
た
る
事
ど

 
 
も
を
か
き
つ
く
。

 
D
是
以
下
ハ
遺
跡
、
反
古
殿
中
以
二
自
筆
一
書
寄
。

『
た
ま
き
は
る
』
の
成
立
と
主
題
-
奥
書
・
第
二
部
の
検
討
か
ら
第
一
部
へ
ー



 
E
は
じ
め
も
は
て
も
な
き
い
た
づ
ら
事
を
な
に
と
な
く
か
き
す
て
ら
れ
た
り

 
 
け
る
を
み
つ
け
て
、
あ
と
な
る
人
の
書
つ
く
る
な
り
。
き
れ
ぐ
、
さ
ん

 
 
み
＼
、
ゑ
ら
ぴ
あ
つ
め
て
か
き
う
つ
す
。

と
あ
る
。
C
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
B
D
は
藤
原
定
家
の
書
い
た
も
の
で
あ

り
、
そ
の
B
に
よ
っ
て
、
『
た
ま
き
は
る
』
の
こ
れ
以
前
す
な
わ
ち
全
体
の
五

分
の
四
ほ
ど
は
、
健
御
前
が
「
養
子
之
禅
尼
」
に
書
か
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
、
D
に
よ
っ
て
作
品
の
後
半
部
全
体
の
五
分
の
一
ほ
ど
は
、
健
御
前

が
順
序
も
な
く
書
き
散
ら
し
て
遺
し
た
反
故
の
中
か
ら
兄
藤
原
定
家
が
書
き
集

め
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
後
述
参
照
）
。
作
者
自
身
の
清
書
本
を
持

た
ず
、
他
人
に
清
書
さ
せ
た
日
記
文
学
は
、
平
安
時
代
と
鎌
倉
時
代
を
通
し
て

こ
れ
一
つ
で
あ
ろ
う
。
な
お
普
通
に
は
、
養
子
之
禅
尼
に
書
か
せ
た
部
分
を
第

一
部
と
し
、
定
家
の
ま
と
め
た
部
分
を
第
二
部
と
い
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
奥

書
A
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
作
品
は
第
一
部
ま
で
で
完
結
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

こ
こ
ま
で
を
本
篇
、
作
者
の
意
図
に
よ
ら
な
い
そ
れ
以
下
は
付
篇
と
称
す
る
の

が
適
切
だ
と
い
う
宮
崎
荘
平
氏
の
見
解
が
あ
り
（
注
3
）
、
尤
も
な
説
と
思
わ

れ
る
が
、
後
に
述
べ
る
よ
う
な
意
味
も
あ
り
、
、
本
稿
で
は
慣
用
の
第
一
部
・
第

二
部
の
呼
称
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
第
二
部
に
も
次
の
よ
う
な
書
き
入

れ
や
奥
書
的
な
も
の
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
も
こ
こ
に
掲
げ
て
お
こ
う
。
ま
ず
六

六
丁
裏
に
、

 
F
此
事
殊
有
レ
悼
。
早
三
二
破
却
一
。

と
い
う
定
家
の
も
の
で
あ
る
こ
と
の
確
実
な
書
き
入
れ
が
あ
り
、
七
五
丁
裏
に
、

 
G
も
じ
が
た
も
や
は
み
え
候
べ
き
。
い
か
に
ひ
が
事
か
た

 
 
く
な
は
し
き
事
ど
も
か
き
候
ぬ
ら
ん
。
本
の
た
め

 
 
か
へ
す
ぐ
あ
さ
ま
し
く
こ
そ
候
へ
。
た
“
か
き
と
め
ら

 
 
れ
ん
た
め
ば
か
り
な
れ
ば
、
の
ち
に
御
ら
ん
ぜ
ん
人
ハ

 
 
な
を
さ
せ
給
へ
か
し
、
と
て
。

と
あ
っ
て
、
七
六
丁
表
の
貞
顕
の
奥
書
に
続
く
の
で
あ
る
。
貞
顕
の
奥
書
は
こ

こ
で
は
省
略
す
る
。

 
こ
の
よ
う
に
成
立
事
情
を
語
っ
て
い
る
い
く
つ
も
の
奥
書
類
が
あ
り
な
が

ら
、
『
た
ま
き
は
る
』
は
謎
の
多
い
作
品
で
あ
る
。

 
 
 
 
た
ま
き
は
る
い
の
ち
を
あ
だ
と
き
き
し
か
ど
き
み
こ
ひ
わ
た
る
と
し

 
 
 
 
は
へ
に
け
り

 
 
 
あ
る
か
な
き
か
の
身
の
は
て
に
、
時
の
ま
も
思
ひ
し
づ
め
む
か
た
な
き

 
 
か
な
し
さ
の
身
に
あ
ま
り
ぬ
る
は
て
は
て
は
、
ま
こ
と
に
、
し
の
び
も
あ

 
 
へ
ぬ
、
う
つ
し
心
も
な
き
こ
こ
ち
の
み
す
れ
ど
、
か
ぞ
ふ
れ
ば
、
な
が
ら

 
 
へ
に
け
る
ほ
ど
も
心
う
し
。

 
 
（
中
略
）
な
ほ
、
や
よ
ひ
の
空
、
あ
た
り
も
に
ほ
ふ
ば
か
り
な
る
さ
く
ら

 
 
ば
か
り
や
、
お
ほ
か
た
の
こ
と
ざ
ま
に
も
思
ひ
よ
そ
ふ
れ
ど
、
さ
し
も
ほ

 
 
ど
な
き
色
を
わ
き
し
御
名
の
う
ら
め
し
さ
に
つ
け
て
も
、
さ
す
が
に
、
思

 
 
ひ
す
つ
ま
じ
き
こ
こ
ち
し
て
、
い
た
づ
ら
な
る
ま
ま
に
、
な
が
め
く
ら
す

 
 
日
か
ず
の
、
い
く
か
と
だ
に
、
た
ど
ら
れ
ぬ
に
、
う
つ
ろ
ふ
、
ほ
ど
な
き

 
 
風
の
な
さ
け
な
さ
も
、
柔
し
ゆ
め
に
か
は
ら
ず
。

 
 
 
 
あ
ぢ
き
な
き
そ
の
な
ば
か
り
を
か
た
み
て
に
な
が
む
る
花
も
ち
る
ぞ

 
 
 
 
か
な
し
き
（
一
段
）
（
注
4
）

と
い
う
よ
う
に
、
『
た
ま
き
は
る
』
は
作
者
が
仕
え
た
あ
る
御
方
へ
の
深
い
追

慕
の
情
を
述
べ
る
こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
御
方
と
は
だ
れ
の
こ
と

か
。
こ
の
作
品
の
最
初
の
注
釈
書
で
あ
る
佐
々
木
信
綱
氏
の
『
建
春
門
院
中
納

言
日
記
新
解
』
（
昭
九
 
明
治
書
院
）
や
こ
の
作
品
の
注
釈
の
基
礎
を
築
き
、
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流
布
に
も
功
績
の
大
き
い
玉
井
幸
助
氏
の
日
本
古
典
全
書
『
健
寿
御
前
日
記
』

（
昭
二
九
 
朝
日
新
聞
社
）
は
作
者
が
最
初
に
仕
え
た
建
春
門
院
と
し
て
い
る
。

た
し
か
に
第
一
部
の
記
事
は
建
春
門
院
に
関
わ
る
回
想
が
中
心
を
な
し
て
い

る
。
日
本
古
典
全
書
本
で
は
第
一
部
を
五
七
段
に
分
け
て
い
る
が
、
一
・
二
段

は
序
、
三
～
四
七
段
ま
で
が
建
春
門
院
に
関
わ
る
回
想
、
四
八
・
四
九
段
は
建

春
門
院
崩
御
後
の
自
分
の
生
活
、
五
〇
～
五
五
段
は
八
条
院
に
関
わ
る
回
想
、

五
六
、
五
七
段
が
春
華
門
院
に
関
わ
る
思
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
建
春
門
院

時
代
の
回
想
が
圧
倒
的
な
量
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
建
春
門
院
追

慕
説
も
自
然
に
出
て
く
る
の
だ
が
、
早
く
富
倉
二
郎
氏
（
注
5
）
坂
元
三
郎
氏

（
注
6
）
が
「
あ
ぢ
き
な
き
そ
の
な
」
、
あ
る
い
は
「
さ
し
も
ほ
ど
な
き
色
を

わ
き
し
御
名
」
な
ど
が
建
春
門
院
よ
り
春
華
門
院
を
差
す
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と

を
述
べ
ら
れ
、
『
た
ま
き
は
る
』
へ
の
関
心
が
急
速
に
高
ま
っ
た
昭
和
四
〇
年

代
で
は
荻
原
さ
か
江
氏
（
注
7
）
に
よ
っ
て
春
華
門
院
説
が
強
く
主
張
さ
れ
、

大
矢
は
る
逸
玉
（
注
8
）
、
福
田
秀
一
氏
（
注
9
）
、
加
藤
典
子
氏
（
注
1
0
）
な

ど
に
よ
っ
て
従
わ
れ
、
補
強
さ
れ
、
今
日
で
は
定
説
と
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て

よ
い
だ
ろ
う
。
第
一
部
最
後
の
五
七
段
は
、
春
華
門
院
追
慕
の
歌
八
首
か
ら
成
っ

て
い
る
。
．
そ
れ
は
す
で
に
佐
々
木
氏
や
玉
井
氏
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、

 
 
白
玉
の
そ
で
よ
り
ほ
か
に
み
だ
れ
に
し
ゆ
め
に
ま
ど
ひ
て
き
え
な
ま
し
か

 
 
ば

の
歌
に
つ
い
て
は
、
作
者
自
身
が
第
二
部
の
初
段
で
、
春
華
門
院
と
の
関
わ
り

を
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
第
一
部
は
、
序
も
結
び
の
歌
八
首
も
春
華
門
院
追
慕

の
思
い
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
中
身
は
建
春
門
院
中
心
だ
と
い
う
不
思
議
な
こ

と
に
な
る
。
春
華
門
院
へ
の
作
者
の
尽
き
な
い
思
い
は
む
し
ろ
第
二
部
に
語
ら

れ
て
い
る
（
五
八
～
六
〇
段
 
六
九
・
七
〇
段
）
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
主
題

論
と
も
関
わ
っ
て
く
る
の
だ
が
、
こ
う
し
た
第
一
部
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に

も
、
奥
書
と
第
二
部
の
考
察
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
綿
密
に
行
う
必
要
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
奥
書
に
も
幾
つ
も
の
疑
問
点
が
あ
る
。

 
 
 
 
 
二

 
ま
ず
定
家
の
奥
書
で
あ
る
B
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
ま
ず
第
一
行
目

で
あ
る
。
こ
こ
は
写
本
の
字
形
で
示
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

  

@ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鴨

 
 
「
令
書
」
の
「
令
」
は
三
行
目
の
「
令
書
」
の
「
令
」
が
通
常
の
字
体
に
近

'
い
の
に
対
し
て
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
「
之
」
と
読
め
な
い
か
と
い

う
見
方
も
で
て
く
る
。
だ
が
こ
れ
は
「
令
」
と
読
め
る
字
形
で
、
前
後
の
「
之
」

と
も
異
な
っ
て
い
る
（
注
1
1
）
。
そ
れ
に
「
生
前
之
書
」
と
い
う
の
で
は
、
死

後
の
書
な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
の
だ
か
ら
、
ナ
ン
セ
ン
ス
な
文
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
成
り
立
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
「
令
書
」
と
読
む
と
き
も
、
日

本
古
典
全
書
の
「
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
文
を
作
っ
た
こ
と
」
式
の
解
釈
が

ご
く
普
通
に
行
わ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
「
書
込
シ
ム
」
と
読
む
以
上
「
令
」

は
使
役
の
助
動
詞
と
解
す
る
他
は
な
い
。
「
令
…
…
給
」
の
形
で
は
尊
敬
を
表

わ
す
こ
と
は
あ
る
の
だ
が
、
「
令
」
一
字
で
は
あ
く
ま
で
も
使
役
で
あ
る
。
そ

れ
に
「
生
前
に
お
書
き
に
な
っ
た
」
と
い
う
の
で
ば
、
前
述
の
よ
う
に
無
意
味

な
も
の
に
な
る
。

 
こ
こ
に
一
つ
の
写
本
が
あ
っ
た
と
す
る
。
内
容
は
健
御
前
の
回
想
記
に
間
違

い
は
な
い
が
、
写
本
の
字
は
健
御
前
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
場
合
ご
く

普
通
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
健
御
前
の
自
筆
本
を
そ
の
字
の
人
が
書
写
し
た
本

『
た
ま
き
は
る
』
の
成
立
と
主
題
-
奥
書
・
第
二
部
の
検
討
か
ら
第
一
部
へ
一

（75）



だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
定
家
は
、
こ
の
場
合
は
そ
う
で
は
な
く
、

健
御
前
が
存
生
の
と
き
に
こ
れ
を
書
か
せ
た
の
だ
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
存

生
之
時
と
い
う
こ
と
ば
は
こ
う
理
解
し
て
こ
そ
は
っ
き
り
と
し
た
意
味
を
持
ち

う
る
の
で
あ
る
。

 
健
御
前
の
生
存
中
に
わ
た
し
は
こ
の
草
子
を
見
た
こ
と
は
な
か
っ
た
、
老
病

の
後
の
戯
れ
書
き
で
は
な
い
か
、
と
定
家
は
推
測
す
る
。
八
条
院
、
春
華
門
院

を
続
け
て
喪
っ
た
翌
年
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
七
月
初
旬
か
ら
健
御
前
は
重

く
病
む
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
病
状
は
、
『
明
月
記
』
の
七
月
十
六
日
以
降
に

散
見
す
る
。
（
『
明
月
記
』
は
国
書
刊
行
会
本
に
よ
り
、
返
り
点
、
括
弧
内
の
注

記
は
森
田
）
。

 
 
尼
上
叉
所
悩
太
重
。
如
レ
発
二
心
地
一
。
同
帰
洛
云
々
。
二
丁
不
レ
少
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
七
・
二
〇
）

 
 
辰
時
許
向
二
九
条
一
見
二
病
者
一
。
此
十
日
許
不
レ
受
二
一
滴
真
水
一
云
々
。

 
 
但
顔
色
言
語
不
レ
異
二
平
常
一
。
安
否
更
難
レ
知
。
 
 
 
 
 
（
八
・
五
）

 
 
病
者
近
（
傍
書
逐
）
増
レ
気
、
未
レ
受
二
一
滴
一
。
更
無
二
可
レ
愚
事
一
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
八
・
五
）

 
 
申
二
十
二
二
嵯
峨
一
下
人
奔
来
。
示
二
ロ
ハ
今
危
急
由
一
。
…
…
（
八
・
九
）

 
こ
の
日
の
記
事
に
は
あ
わ
た
だ
し
く
嵯
峨
と
定
家
邸
を
往
返
す
る
人
々
の
動

き
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
「
人
々
存
二
一
定
之
由
一
」
ほ
ど
の
危
篤
状
態

か
ら
、
健
御
前
は
正
気
を
取
り
戻
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
定
家
か
ら
遣
わ
さ
れ

た
鶴
（
忠
実
な
家
司
忠
弘
の
母
）
・
を
見
て
「
此
に
て
か
く
死
に
候
ぬ
る
、
猶
々

う
れ
し
く
思
由
申
せ
。
努
事
々
不
レ
可
レ
被
レ
来
由
被
レ
命
」
と
い
い
、
「
惜
レ
我

涕
泣
之
輩
、
不
レ
得
ヒ
心
者
、
不
レ
可
レ
出
レ
前
由
、
皆
被
二
追
出
一
結
」
と
あ
る

の
が
印
象
的
で
あ
る
。
信
条
院
、
特
に
春
華
門
院
の
亡
き
こ
の
世
に
は
生
き
て

い
た
く
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
翌
十
日
に
は
定
家
も
嵯
峨
に

行
っ
た
。
コ
言
談
尋
常
不
レ
異
二
例
人
一
」
で
は
あ
っ
光
が
「
付
レ
滅
之
疑
」
を

捨
て
さ
れ
な
か
っ
た
。

 
 
嵯
峨
自
二
三
部
一
三
有
二
重
悩
気
一
。
有
二
狂
言
等
一
。
口
訳
キ
人
ト
フ
タ

 
 
リ
坐
タ
ル
な
ど
云
事
忌
。
又
云
、
如
レ
縮
レ
身
云
々
。
 
 
（
八
・
一
四
）

 
 
嵯
峨
事
露
悪
レ
前
。
夜
々
大
苦
悩
云
々
。
不
二
得
心
一
。
 
 
（
八
・
一
六
）

 
 
午
時
許
向
二
嵯
峨
一
。
今
夜
宿
。
為
レ
移
二
本
所
一
也
。
病
者
獅
似
レ
付
レ
滅
。

 
 
猶
不
レ
可
一
存
命
一
之
由
頻
述
懐
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
八
・
一
九
）

 
 
自
暴
嵯
峨
一
、
位
倒
病
冠
一
レ
滅
、
依
二
面
煩
一
可
二
帰
京
一
之
由
二
二
示
合
一
。

 
 
ロ
ハ
可
レ
任
レ
心
由
昨
日
答
之
。
猶
可
レ
帰
由
重
被
レ
示
。
伍
明
日
可
レ
奉
レ

 
 
車
贈
答
了
。
（
翌
日
帰
京
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
九
・
三
）

 
 
看
二
病
者
一
。
猶
不
レ
可
レ
存
由
頻
難
レ
被
レ
陳
、
見
二
其
体
一
頗
似
二
事
宜
一
。

 
 
案
レ
之
存
命
欺
。
．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
〇
・
七
）

こ
れ
ま
で
も
抄
出
だ
が
、
こ
れ
以
後
定
家
が
健
御
前
の
病
に
触
れ
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
く
な
る
。
し
か
し
、
久
し
ぶ
り
の
記
述
、
，

 
 
九
条
今
日
参
二
二
品
局
一
。
病
後
未
レ
復
二
尋
常
一
、
依
下
参
二
籠
日
吉
一
宿

 
 
願
上
、
為
二
謁
見
一
云
々
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
二
・
二
五
）

か
ら
見
て
も
、
体
調
は
必
ず
し
も
思
わ
し
く
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
以
上
健

御
前
の
老
病
（
五
十
六
歳
）
に
つ
い
て
か
な
り
長
く
『
明
月
記
』
か
ら
引
用
し

て
き
た
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
終
始
「
死
に
た
い
」
と
い
う
健
御
前
の
思
い
が
あ
っ

た
こ
と
を
見
て
お
き
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
そ
れ
は
八

条
院
や
特
に
春
華
門
院
の
崩
御
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
に
相
違
な
い
。

 
奥
書
A
に
は
「
建
保
七
年
△
二
一
九
〉
二
二
月
三
日
書
証
」
と
あ
っ
た
。
健

御
前
の
老
病
の
年
よ
り
七
年
後
で
あ
る
。
「
高
橋
殿
南
向
に
て
」
と
書
い
て
い

（76）



る
の
は
，
、
高
橋
殿
が
ど
こ
か
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は

建
保
七
年
三
月
当
時
、
健
御
前
が
そ
こ
で
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
も
定
家
の
記
憶

に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
「
老
病
之
後
寄
事
歎
」
と
疑
問
を

も
交
え
た
表
現
を
し
て
い
る
の
か
。
要
す
る
に
そ
れ
は
書
か
せ
た
時
期
の
問
題

と
い
う
よ
り
も
、
こ
の
作
品
の
執
筆
動
機
に
関
わ
る
も
の
と
し
か
読
み
よ
う
が

な
い
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
あ
の
老
病
が
こ
れ
を
ま
と
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
こ
と
を
定
家
は
推
測
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
養
子
之
禅
尼
に
書

か
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
も
定
家
は
書
く
。
そ
の
禅
尼
の
筆
跡
を
定
家
は
よ
く

知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
養
子
之
禅
尼
と
は
春
華
門
院
に
仕
え
そ
の
崩
御
に
あ

い
、
二
十
五
歳
で
尼
に
な
っ
た
右
衛
門
佐
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

 
と
こ
ろ
で
定
家
は
な
ぜ
こ
れ
が
健
御
前
の
本
の
単
な
る
写
本
で
は
な
く
、
健

御
前
が
養
子
の
禅
尼
に
書
か
せ
た
も
の
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う

か
。
可
能
性
と
し
て
は
、
①
奥
書
A
が
健
御
前
の
自
筆
だ
っ
た
。
②
禅
尼
に
事

情
を
穿
い
た
。
③
こ
の
機
会
に
定
家
は
健
御
前
の
遺
跡
、
反
故
な
ど
を
整
理
し

て
、
第
二
部
に
収
め
た
も
の
の
他
に
も
第
一
部
の
草
稿
的
な
も
の
を
も
見
出
し
、

そ
こ
か
ら
判
断
を
し
た
。
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
禅
尼
に
書
か
せ
た
後

健
御
前
が
奥
書
A
の
よ
う
な
こ
と
を
自
ら
書
く
こ
と
は
十
分
あ
り
う
る
こ
と

で
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
健
御
前
・
禅
尼
両
方
の
筆
跡
を
知
っ
て
い
る
定
家
に
な

ら
事
情
は
す
ぐ
に
わ
か
る
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
①
を
採
る
に
は
幾
つ
か
の
疑
問

が
あ
る
。
健
御
前
の
自
著
の
奥
書
が
あ
れ
ば
、
定
家
は
奥
書
に
そ
の
こ
と
を
書

く
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
次
に
不
思
議
な
の
は
、
奥
書
A
が

「
玉
傷
…
…
と
」
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
わ
た
く
し
の
写
し
た
本
に

は
こ
う
書
い
て
あ
っ
た
、
と
い
う
意
味
で
よ
く
用
い
ら
れ
、
自
分
は
関
知
し
て

い
な
い
と
い
う
、
若
干
の
責
任
回
避
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
。
こ
の
「
本
丁
…

…
と
」
の
及
ぶ
範
囲
を
鈴
木
知
太
郎
氏
は
奥
書
B
ま
で
と
し
て
お
ら
れ
る
（
注

1
2
）
が
、
定
家
の
奥
書
の
よ
う
な
貴
重
な
も
の
に
本
云
な
ど
と
書
き
入
れ
る
こ

と
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
。
早
く
鈴
木
説
を
否
定
さ
れ
た
津
本
信
博
氏
は
、
A
B

「
そ
の
両
方
の
奥
書
き
が
兼
備
し
た
時
点
で
の
書
写
者
の
書
き
添
え
が
『
本
云
』

で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
」
と
し
て
お
ら
れ
る
（
注
1
3
）
が
、
ど
う
で
あ

ろ
う
か
。
定
家
の
ま
と
め
た
第
二
部
は
、
第
一
部
は
完
結
し
て
い
て
そ
れ
に
は

書
き
継
ぐ
余
白
は
な
か
っ
た
ろ
う
し
、
「
こ
れ
は
み
な
の
ち
に
入
道
ど
の
・
か

き
そ
へ
さ
せ
お
は
し
ま
し
た
る
事
ど
も
を
か
き
つ
く
」
と
い
う
C
が
最
初
に
あ

る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
第
一
部
と
は
本
来
は
別
冊
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
「
か
き

つ
く
」
と
い
う
表
現
か
ら
も
、
C
を
書
き
加
え
た
人
が
第
一
部
と
第
二
部
を
ま

と
め
て
書
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
人
が
な
ぜ
第
二
部
の
奥
書
の
前
の
A

に
「
本
云
…
…
と
」
を
書
き
添
え
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
以
後

の
書
写
者
だ
と
し
た
ら
、
少
な
く
と
も
A
～
F
の
奥
書
や
書
き
入
れ
が
す
で
に

存
在
し
て
い
た
は
ず
で
、
そ
の
中
で
A
に
「
本
云
」
の
注
を
な
ぜ
つ
け
る
必
要

が
あ
っ
た
の
か
、
理
解
し
が
た
い
の
で
あ
る
。
そ
の
注
記
を
つ
け
る
可
能
性
の

も
っ
と
も
高
い
人
は
定
家
で
あ
ろ
う
。
津
本
氏
も
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
奥
書

A
は
健
御
前
の
筆
で
あ
る
か
、
養
子
の
禅
尼
の
筆
か
、
両
様
に
解
釈
で
き
る
。

禅
尼
の
筆
で
あ
る
場
合
は
、
健
御
前
の
語
っ
た
通
り
を
筆
記
し
た
の
か
、
自
分

の
思
い
で
書
く
の
か
と
い
う
二
つ
の
可
能
性
が
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
健
御
前

の
筆
な
ら
ば
何
も
問
題
は
謡
い
。
禅
尼
の
筆
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
定
家
に
も
判

断
し
か
ね
て
「
本
影
」
と
注
記
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
が
も
っ
と
も

あ
り
う
る
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
な
れ
ば
①
案
は
成
り
立
た
な
い
こ
と

に
な
る
。
②
は
、
定
家
が
こ
の
書
を
見
出
だ
し
た
こ
ろ
、
養
子
の
禅
尼
か
生
存

中
で
あ
れ
ば
容
易
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
と
い
禅
尼
が
亡
く
な
っ
て
い
た
と
し

『
た
ま
き
は
る
』
の
成
立
と
主
題
-
奥
書
・
第
二
部
の
検
討
か
ら
第
一
部
へ
一
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て
も
、
近
侍
の
者
に
で
も
訊
け
ば
、
単
な
る
書
写
か
、
健
御
前
に
書
か
さ
れ
た

の
か
は
（
わ
か
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
蓋
然
性
の
高
い
案
で
あ
る
。
禅
尼

に
訊
け
れ
ば
、
A
が
誰
の
思
い
に
よ
る
文
か
も
わ
か
っ
た
は
ず
だ
が
、
定
家
に

は
わ
か
っ
て
い
て
も
後
人
に
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
し
て
、
A
の
文
章
が
禅
尼
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
の
だ
と
し
た
ら
、
そ
れ
ま
で
の
文
章
と
は
区
別
す
る
意
味
で

「
本
云
」
と
書
く
必
然
性
も
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
結
局
奥
書
A
は
、
禅
尼
の

筆
で
あ
り
、
禅
尼
の
文
章
で
あ
っ
た
と
わ
た
く
し
は
考
え
る
。
ま
た
②
案
が
成
、

立
す
れ
ば
そ
れ
で
十
分
条
件
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
③
も
若
干
は
考
慮
に

あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

 
と
こ
ろ
で
、
養
子
の
禅
尼
に
書
か
せ
た
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
自

分
に
ま
と
ま
っ
た
草
稿
が
で
き
て
い
て
、
そ
れ
に
書
き
入
れ
、
訂
正
等
を
施
し

た
も
の
を
禅
尼
に
清
書
さ
せ
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
ば
ら
ば
ら
な
紙
に
書
い
て

あ
っ
た
草
稿
類
を
整
理
し
な
が
ら
禅
尼
に
書
か
せ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ

れ
は
当
然
後
者
で
あ
ろ
う
。
前
者
な
ら
ば
、
定
家
は
「
宿
罪
シ
ム
」
で
は
な
く

「
書
写
セ
シ
ム
」
と
書
き
そ
う
だ
し
、
定
家
が
第
二
部
に
ま
と
め
た
遺
跡
類
の

中
に
は
六
四
～
六
七
段
の
よ
う
に
第
一
部
と
同
じ
建
春
門
院
時
代
の
も
の
が
あ

り
、
特
に
「
六
四
 
朝
観
行
幸
の
日
」
「
六
五
 
今
様
あ
は
せ
」
「
六
六
 
ひ
よ

ど
り
あ
は
せ
」
の
よ
う
に
第
一
部
に
入
っ
て
い
て
も
違
和
感
の
な
い
記
事
も
残

さ
れ
て
い
る
。
八
条
院
へ
の
再
出
仕
の
こ
ろ
を
述
懐
し
た
六
一
段
は
、
五
〇
段

と
ほ
と
ん
ど
重
な
る
内
容
で
あ
る
。
こ
の
両
者
に
つ
い
て
は
、
五
〇
段
の
末
の
、

八
条
院
に
親
し
く
奉
仕
で
き
る
喜
び
を
記
し
た
後
の
、

 
 
い
ま
は
の
は
て
ま
で
も
、
ま
こ
と
に
、
思
ひ
つ
き
ま
み
ら
せ
て
、
ひ
と
り

 
 
と
い
ふ
ば
か
り
、
御
心
に
た
が
は
で
や
み
に
し
ま
ま
に
、
を
り
ふ
し
、
恋

 
 
し
か
ら
ぬ
御
事
の
な
き
こ
そ
、
よ
し
な
か
り
け
れ
と
、
恋
し
き
ま
ま
に
く

 
 
や
し
け
れ
。

の
部
分
を
、
通
説
の
よ
う
な
建
春
門
院
へ
の
思
慕
を
記
し
た
も
の
で
は
な
く
、

八
条
院
へ
の
思
い
を
述
べ
た
も
の
と
い
う
妥
当
な
新
説
を
出
さ
れ
つ
つ
、
三
角

洋
一
氏
が
詳
し
く
比
較
検
討
し
て
お
ら
れ
（
注
1
4
）
、
第
二
部
六
一
段
の
遺
文

の
方
に
、
な
る
べ
く
詳
細
正
確
に
回
想
し
よ
う
と
す
る
筆
使
い
を
見
て
お
ら
れ

る
。
三
角
氏
は
逆
に
五
〇
段
に
は
「
あ
ざ
や
か
な
回
想
を
刈
り
に
刈
り
込
ん
で
、

切
り
詰
め
た
内
容
に
仕
上
が
っ
て
い
る
こ
と
」
に
関
心
を
も
つ
て
お
ら
れ
る
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
遺
文
の
存
在
は
、
第
一
部
の
草
稿
が
ま
だ
未
整
理
の
部
分

を
残
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

 
早
島
ま
さ
る
氏
は
、
『
た
ま
き
は
る
』
第
一
部
の
執
筆
時
期
を
奥
書
A
の
建

保
七
年
よ
り
三
年
前
の
建
保
四
年
（
一
二
一
六
）
作
者
六
十
歳
前
後
と
推
定
し

て
お
ら
れ
る
（
注
1
5
）
。
主
に
六
段
の
女
房
の
名
寄
せ
部
分
の
考
察
と
、
序
（
二

段
）
中
の
、

 
 
む
そ
ち
の
ゆ
め
は
、
時
の
ま
の
こ
こ
ち
す
れ
ど
…
…

と
い
う
表
現
と
四
〇
段
、
安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
後
白
河
法
皇
の
五
十
の
賀

の
記
事
中
の
、

 
 
う
る
さ
く
人
の
聞
か
ま
ほ
し
く
す
れ
ど
、
お
ぼ
え
ぬ
こ
と
ど
も
の
、
四
十

 
 
年
す
ぎ
に
し
を
書
き
つ
く
れ
ど
、
わ
が
身
の
ほ
か
は
お
ぼ
え
ず
。

と
あ
る
表
現
に
つ
い
て
、
前
者
の
傍
線
部
を
ち
ょ
う
ど
六
十
年
、
後
者
の
傍
線

部
を
ち
ょ
う
ど
四
十
年
と
す
る
と
そ
の
年
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
の
で
あ

る
。
む
ろ
ん
廣
島
氏
自
身
が
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
六
十
歳
、
四
十
年
と
固

定
し
て
考
え
る
よ
り
、
「
六
十
歳
代
、
四
十
年
余
り
と
幅
を
も
た
せ
て
理
解
す

る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
」
と
も
思
わ
れ
、
全
体
的
な
執
筆
は
そ
れ
よ
り
三
年
後

の
建
保
七
年
（
一
二
一
九
）
と
考
え
て
も
矛
盾
は
し
な
い
の
だ
が
、
草
稿
の
か

（78）



な
り
の
部
分
が
建
保
四
年
前
後
に
書
か
れ
て
い
た
の
で
は
あ
ろ
う
。
だ
が
そ
れ

は
す
ぐ
に
は
ま
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

 
そ
れ
で
は
な
ぜ
健
御
前
は
自
分
自
身
で
こ
の
回
想
記
を
ま
と
め
ず
、
養
子
の

禅
尼
の
助
力
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
そ
う
す
る
だ
け
の
体
力
・

気
力
が
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
明
月
記
』
の
前
掲
の
一

二
月
二
五
日
の
記
述
か
ら
み
て
も
、
あ
の
大
病
後
健
康
の
優
れ
な
い
日
が
多
く

あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
想
像
さ
れ
る
。
春
華
門
院
を
追
慕
す
る
五
六
段
に
「
今
は

や
ま
ひ
に
な
り
ぬ
る
心
の
み
だ
れ
」
と
い
う
句
が
あ
り
、
通
常
こ
れ
は
建
暦
二

年
の
大
病
を
差
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
時
期
に
一
部
の
記
事
が

書
か
れ
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
（
廣
黒
氏
）
、
春
華
門
院
追
慕
の

切
実
さ
か
ら
、
大
矢
氏
な
ど
は
そ
の
崩
御
問
も
無
く
春
華
門
院
の
記
事
が
書
か

れ
た
と
見
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
時
期
の
執
筆
が
不
可
能
で
は
な
い
か
と
い
う
批

判
（
注
1
6
）
の
方
に
説
得
力
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
病
は
第
一
部
を
ま
と
め
た

建
保
七
年
頃
の
も
の
と
推
定
す
る
方
が
は
る
か
に
自
然
で
あ
ろ
う
。

 
奥
書
A
に
は
い
ま
一
つ
の
問
題
が
あ
る
。
「
少
納
言
殿
に
よ
ま
せ
ま
み
ら
せ

て
」
と
い
う
句
で
あ
る
。
書
き
終
え
た
作
品
を
少
納
言
殿
に
お
読
ま
せ
申
し
上

げ
て
、
と
い
う
よ
う
に
解
す
る
の
が
普
通
で
、
こ
こ
で
は
だ
れ
し
も
が
『
讃
岐

典
侍
日
記
』
の
末
尾
を
思
い
起
こ
す
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
作
者
は
「
お
な
じ

心
に
し
の
び
ま
み
ら
せ
ん
人
と
、
こ
れ
を
も
ろ
と
も
に
見
ば
や
」
と
思
い
、
堀

河
院
を
し
の
ぶ
人
の
多
い
中
か
ら
、
幾
つ
か
の
条
件
を
つ
け
て
常
陸
殿
と
い
う

女
房
に
し
ぼ
り
こ
み
、
「
む
か
へ
た
れ
ば
、
思
ふ
も
し
る
く
、
あ
は
れ
に
心
や

す
く
わ
た
ら
れ
た
り
。
日
暮
ら
し
に
語
ら
ひ
く
ら
し
て
」
（
全
集
P
四
五
六
）

と
い
う
文
で
作
品
は
閉
じ
ら
れ
て
い
て
、
日
記
文
学
の
享
受
の
一
つ
の
あ
り
方

を
見
せ
て
く
れ
て
い
る
。
『
た
ま
き
は
る
』
の
少
納
言
は
作
者
の
昔
語
り
を
常

に
聞
き
た
が
っ
て
い
た
一
人
で
あ
っ
て
、
ま
ず
そ
の
人
に
見
せ
た
と
解
す
る
の

が
普
通
で
、
わ
た
く
し
も
長
く
そ
う
読
ん
で
き
た
。
だ
が
『
た
ま
き
は
る
』
は

作
者
自
身
が
書
き
上
げ
た
本
で
は
な
か
っ
た
。
禅
尼
に
書
か
せ
た
も
の
で
、
そ

れ
は
健
御
前
が
ま
ず
最
初
に
読
み
通
す
の
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
訂
正

個
所
を
探
す
と
い
う
意
味
以
上
に
、
や
っ
と
一
つ
の
作
品
に
仕
上
が
っ
た
自
分

の
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
顧
み
る
た
め
で
あ
る
。
「
ひ
る
つ
か
た
風
す
こ
し
吹
に
」

が
書
了
の
と
き
な
の
か
、
少
納
言
を
読
ん
で
読
ま
せ
た
と
き
な
の
か
は
わ
か
ら

な
い
と
し
て
も
、
こ
こ
に
読
者
が
登
場
し
て
く
る
の
は
あ
ま
り
に
も
早
く
唐
突

な
の
で
あ
る
。
こ
の
少
納
言
は
、
読
者
で
は
な
く
、
作
品
の
書
写
の
協
力
者
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
健
御
前
の
書
い
て
い
た
草
稿
を
少
納
言
に
読
ま
せ
一
「
ま

み
ら
せ
」
と
い
う
謙
譲
語
は
少
納
言
を
敬
っ
た
と
い
う
よ
り
健
御
前
の
た
め
の

敬
意
で
あ
ろ
う
一
そ
れ
を
禅
尼
が
書
い
て
い
っ
た
と
解
す
る
の
で
あ
る
。
禅

尼
に
書
か
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
草
稿
は
完
全
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
む
ろ
ん
口
述
の
部
分
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
方
法
な
ら
ば
、
少
納
言
，

に
読
ま
ぜ
な
が
ら
、
健
御
前
は
そ
ば
で
あ
れ
こ
れ
文
言
を
加
え
た
り
訂
正
し
た

り
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
自
身
禅
尼
に
口
述
し
て
書
か
せ
る
こ
と
も
で
き
る

の
で
あ
る
。
「
よ
ま
せ
ま
み
ら
せ
て
」
で
そ
の
後
は
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
。

文
章
の
上
か
ら
も
、
倒
置
法
で
、
「
少
納
言
殿
に
よ
ま
せ
ま
み
ら
せ
て
…
…
首
邑
」

と
読
む
方
が
よ
り
自
然
で
あ
ろ
う
。

 
こ
れ
は
き
わ
め
て
特
殊
な
作
品
の
仕
上
げ
過
程
で
あ
っ
た
。
健
御
前
の
病
に

よ
る
体
力
・
気
力
の
不
充
実
か
ら
く
る
こ
の
過
程
が
、
『
た
ま
き
は
る
』
と
い

う
作
品
の
性
格
の
上
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
考
え
ね
ば
な
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。
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『
た
ま
き
は
る
』
の
成
立
と
主
題
 
-
奥
書
・
第
二
部
の
検
討
か
ら
第
一
部
へ
i



 
 
 
 
 
三

 
こ
こ
で
第
二
部
の
編
者
に
つ
い
て
も
一
言
し
て
お
き
た
い
。
わ
た
く
し
は
こ

こ
ま
で
第
二
部
の
編
者
を
定
家
と
し
て
扱
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
通
説
で
も
あ
る

の
だ
が
、
津
本
氏
は
、
定
家
の
指
示
に
従
っ
て
後
人
が
編
集
し
た
も
の
だ
と
考

え
て
お
ら
れ
る
。
津
本
氏
の
奥
書
研
究
は
書
写
の
状
況
等
詳
し
い
分
析
も
交
え

て
い
て
、
一
部
だ
け
を
要
約
し
て
引
用
す
る
の
は
失
礼
な
の
だ
が
、
定
家
自
身

の
編
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
の
は
、
1
奥
書
D
E
の
内
容
が
重
複
し
て
い
る

こ
と
、
2
奥
書
E
は
か
な
書
き
だ
が
、
定
家
の
奥
書
の
書
写
様
式
を
具
に
見
る

と
、
か
な
を
使
用
し
て
い
る
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
、
と
い
う
二
点
が
主
な
理
由

で
あ
ろ
う
。
津
本
氏
は
『
更
級
日
記
』
の
作
者
に
関
す
る
有
名
な
か
な
の
注
記

も
、
定
家
の
文
で
は
な
く
定
家
の
書
写
し
た
本
に
あ
っ
た
も
の
と
見
て
お
ら
れ

る
。
2
に
つ
い
て
い
え
ば
、
『
更
級
日
記
』
の
注
記
は
と
も
か
く
と
し
て
奥
書

に
つ
い
て
は
そ
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
第
二
部
に
は
「
此
事
専
有
揮
。
筆
記
破

-
却
」
（
F
）
と
い
う
定
家
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
書
き
込
み
が
あ
り
、
第
二
部

の
編
集
が
定
家
と
無
関
係
に
な
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
か
ら
、
定
家
自
身
か
、

定
家
に
指
示
さ
れ
た
者
か
が
編
者
で
あ
る
こ
と
は
疑
わ
れ
な
い
。
後
の
場
合
も

広
い
意
味
で
は
定
家
の
編
と
い
っ
て
も
よ
い
。
そ
し
て
奥
書
E
に
は
「
あ
と
な

る
人
の
書
つ
く
る
な
り
」
と
も
あ
る
。
定
家
の
指
示
に
よ
っ
て
書
き
集
め
ら
れ

た
の
だ
と
し
た
ら
、
定
家
の
名
を
出
す
か
出
さ
な
い
か
で
本
の
価
値
ま
で
変

わ
っ
て
く
る
中
で
「
あ
と
な
る
人
」
な
ど
と
書
く
だ
ろ
う
か
。
「
き
れ
ぐ
、

さ
ん
み
＼
、
ゑ
ら
ぴ
あ
つ
め
て
か
き
う
つ
す
」
と
あ
り
、
こ
れ
を
書
い
た
人
は

遺
跡
の
中
か
ら
探
る
べ
き
も
の
を
選
び
集
め
て
も
い
る
。
『
明
月
記
』
の
一
部

を
か
な
で
書
い
た
こ
と
も
あ
る
定
家
で
あ
っ
た
。
か
な
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
は

定
家
の
書
い
た
も
の
と
し
か
考
え
よ
う
が
な
い
。
第
二
部
は
や
は
り
定
家
に

よ
っ
て
編
集
さ
れ
、
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
、
た
だ
も
う
一
つ
の
理
由
の
D

と
の
内
容
の
重
複
は
や
は
り
気
に
な
る
。
と
い
う
以
上
に
D
の
文
に
引
っ
か
か

る
も
の
が
あ
る
。
「
以
自
筆
書
案
」
と
あ
る
の
だ
が
、
健
御
前
の
自
筆
に
よ
っ

て
書
き
寄
せ
る
と
い
う
の
は
変
だ
か
ら
、
定
家
の
自
筆
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

だ
が
、
み
ず
か
ら
「
自
筆
ヲ
以
テ
」
な
ど
と
書
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
津

本
氏
は
以
を
似
の
誤
写
と
し
、
判
読
し
が
た
い
文
字
な
ど
は
健
御
前
の
自
筆
に

似
せ
て
書
い
た
と
断
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
な
ら
ば
、

『
更
級
日
記
』
の
定
家
の
奥
書
に
倣
え
ば
「
老
病
之
問
、
字
誤
甚
多
、
難
読
二

又
有
。
以
尼
上
所
被
書
写
之
」
と
か
何
と
か
、
も
っ
と
説
明
が
要
る
の
で
は
な

い
か
。
む
し
ろ
D
は
定
家
の
家
系
の
後
人
が
、
定
家
が
自
筆
で
書
い
た
こ
と
を

説
明
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。
C
の
「
こ
れ
は
み
な
の
ち
に
入
道
ど
の
・
か
き

そ
へ
お
は
し
ま
し
た
る
事
で
も
を
か
き
つ
く
」
と
は
あ
る
が
、
D
を
除
い
て
E
 
 
O
〕

と
第
二
部
が
定
家
自
筆
で
あ
れ
ば
、
こ
う
書
い
て
も
お
か
し
く
は
あ
る
ま
い
。
 
 
陪

な
お
、
末
尾
の
G
は
わ
た
く
し
に
は
定
家
の
E
と
は
違
う
次
元
の
文
章
の
よ
う

に
思
え
る
の
だ
が
、
今
は
結
論
を
出
せ
な
い
で
い
る
。

 
 
 
 
 
四

 
三
十
年
近
く
仕
え
、
万
事
を
任
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
八
条
院
が
崩
御

し
、
そ
の
後
四
カ
月
余
り
で
健
御
前
が
幼
時
の
養
育
係
を
つ
と
め
、
お
そ
ら
く

は
母
性
愛
の
よ
う
な
気
持
ち
を
抱
い
て
い
た
ろ
う
と
多
く
の
論
者
が
想
像
す
る

春
華
門
院
も
崩
じ
た
。
春
華
門
院
は
美
し
く
ま
だ
十
七
歳
の
若
さ
で
あ
り
、
そ

の
発
病
の
気
配
に
最
初
に
気
付
き
な
が
ら
他
の
人
に
信
じ
て
も
ら
え
ず
、
万
全

を
尽
く
し
て
看
病
し
て
さ
し
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
と
う
い
う
悔
い
も
あ
っ
た
。

第
二
部
の
最
初
の
五
八
段
に
は
、



 
 
そ
で
に
み
だ
る
る
白
玉
と
あ
る
は
、
い
ま
だ
、
あ
け
く
れ
、
そ
ひ
さ
ぶ
ら

 
 
ひ
し
時
の
こ
と
な
り
。
い
だ
き
ま
み
ら
せ
て
、
あ
り
く
ほ
ど
に
、
白
き
水

 
 
晶
の
玉
に
て
お
は
し
ま
し
け
る
を
、
と
り
は
っ
し
て
、
お
と
し
ま
み
ら
せ

 
 
 
て
、
こ
ま
ご
ま
と
、
わ
れ
く
だ
け
ぬ
る
を
、
い
か
に
す
べ
し
と
も
な
く
、

 
 
あ
さ
ま
し
く
、
な
く
な
く
、
袖
に
と
り
入
る
る
と
お
も
ひ
て
さ
め
ぬ
。

と
い
う
春
華
門
院
崩
御
の
予
兆
的
な
夢
が
記
さ
れ
て
い
る
。
目
覚
め
て
も
涙
は

こ
ぼ
れ
る
が
、
夢
は
人
に
語
る
の
は
忌
む
と
聞
い
て
い
て
、
誰
に
も
話
せ
ず
に

祈
る
だ
け
だ
っ
た
が
、
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
思
い
が
け
ず
門
院

の
養
育
係
か
ら
外
れ
、
あ
あ
こ
の
前
兆
だ
っ
た
の
か
で
す
ま
せ
て
し
ま
っ
た
の

も
悔
い
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
次
の
五
九
段
に
は
、
八
条
院
の
喪
に
服
し
て

い
た
頃
、
幼
い
春
華
門
院
を
抱
い
て
い
た
ら
い
つ
の
間
に
か
可
愛
い
唐
猫
に

な
っ
て
い
た
と
い
う
夢
を
見
た
こ
と
も
記
し
て
い
る
。
不
吉
な
夢
と
諸
寺
社
に

祈
ら
せ
た
り
、
御
町
の
御
幸
を
止
め
た
り
も
し
た
の
だ
が
、
及
ば
な
か
っ
た
。

自
ら
も
病
で
先
が
見
え
な
く
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
宮
仕
え
生
活
の
思
い
出
を
語

ろ
う
と
し
た
と
き
、
春
華
門
院
へ
の
思
い
か
ら
始
め
る
の
は
当
然
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
最
初
の
宮
仕
え
先
建
春
門
院
の
こ
と
か
ら
具
体
的
に
語
り
出

す
の
も
ま
た
必
然
で
あ
る
。

 
 
建
春
門
院
に
申
し
し
は
、
世
々
を
へ
だ
て
た
る
ふ
る
ご
と
に
て
、
御
名
な

 
 
ど
だ
に
、
お
ぼ
め
く
人
も
多
か
ら
ん
か
し
。
（
三
段
）

、
と
健
御
前
は
語
り
出
す
。
し
か
し
、
建
春
門
院
は
彼
女
が
最
初
に
仕
え
た
女
院

と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
平
家
の
全
盛
時
代
、
そ
れ
も
清
盛
の
妻
の
妹
で
、
後

白
河
院
の
寵
愛
も
あ
つ
く
、
「
お
ほ
か
た
の
御
心
お
き
て
な
ど
、
ま
こ
と
に
、

た
ぐ
ひ
す
く
な
く
」
（
三
）
と
い
う
人
柄
で
は
あ
っ
た
が
、
御
所
も
仕
え
る
人

の
服
飾
も
、
平
家
が
滅
亡
し
、
皇
室
も
貴
族
社
会
も
経
済
力
も
実
力
を
失
っ
た

鎌
倉
時
代
の
若
い
人
に
は
想
像
も
で
き
ぬ
ほ
ど
華
美
を
き
わ
め
、
珍
し
い
も
の

に
な
っ
て
い
た
。

 
A
…
今
さ
ら
、
よ
し
な
き
ふ
る
ご
と
さ
へ
、
思
ひ
出
で
ら
れ
て
、
つ
づ
き
も

 
 
な
く
、
い
ふ
か
ひ
な
き
、
昔
も
の
が
た
り
を
、
つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
、

 
 
い
ひ
い
つ
れ
ば
、
か
た
は
し
を
だ
に
、
、
そ
の
世
を
見
ぬ
人
は
、
さ
す
が
に
、

 
 
き
か
ま
ほ
し
う
す
る
人
も
あ
り
け
り
。
（
二
段
）

と
い
う
序
の
こ
と
ば
に
よ
れ
ば
、
建
御
前
は
し
ば
し
ば
建
春
蝉
時
代
の
思
い
出

を
語
り
、
そ
れ
を
聞
き
た
く
思
っ
て
い
た
人
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
次
の

文
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
も
熱
烈
に
で
あ
る
。

 
B
…
う
る
さ
く
人
の
聞
か
ま
ほ
し
く
す
れ
ば
、
お
ぼ
え
ぬ
こ
と
ど
も
の
、
四

 
 
十
年
す
ぎ
に
し
を
書
き
つ
く
れ
ど
、
わ
が
身
の
ほ
か
は
お
ぼ
え
ず
。
同
じ

 
 
た
た
み
、
一
つ
間
な
ど
な
ら
ぬ
人
々
の
こ
と
、
い
つ
れ
も
い
つ
れ
も
お
ぼ

 
 
え
ず
。
御
所
を
だ
に
、
う
る
は
し
く
し
た
て
さ
せ
お
は
し
ま
し
た
り
け
ん

 
 
を
ば
、
え
見
ま
み
ら
せ
ず
。

 
こ
れ
は
後
白
河
法
皇
の
五
十
の
御
岳
、
健
御
前
二
十
歳
の
年
の
記
事
で
あ
る
。

世
に
安
元
御
荘
と
し
て
有
名
な
盛
儀
で
、
藤
原
隆
房
の
か
な
の
記
録
『
安
元
御

三
記
』
で
三
日
間
に
及
ぶ
御
賀
の
内
容
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
『
た
ま
き

は
る
』
に
書
か
れ
て
い
る
の
は
服
飾
の
こ
と
だ
け
で
あ
っ
た
。
B
の
よ
う
に
書

き
な
が
ら
も
、
自
分
の
衣
装
の
説
明
に
入
る
前
に
、
す
こ
し
だ
け
拝
見
し
た
建

春
門
院
の
ご
様
子
を
書
き
、
冷
泉
殿
、
三
条
殿
、
堀
川
殿
、
宣
旨
殿
の
妹
の
大

納
言
殿
、
作
者
の
姪
の
大
納
言
殿
、
新
三
位
、
伯
の
督
殿
、
宰
相
殿
、
別
当
殿
、

新
大
夫
、
常
陸
等
に
は
ほ
ぼ
三
日
間
の
服
装
を
記
し
て
い
る
。
次
に

 
 
わ
か
身
の
こ
と
ば
か
り
、
例
の
お
ぼ
ゆ
れ
ば
、
を
こ
が
ま
し
け
れ
ど
、
ひ

 
 
と
り
を
も
こ
ま
か
に
書
か
ば
、
こ
れ
よ
り
事
そ
ぎ
た
る
人
も
な
か
り
し
か

『
た
ま
き
は
る
』
の
成
立
と
主
題
 
-
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ば
、
お
し
は
か
ら
れ
な
ん
。
（
四
二
段
）

と
し
て
自
分
の
服
装
の
こ
と
を
三
日
間
に
わ
た
っ
て
詳
細
に
記
す
。
そ
の
御
賀

の
お
り
の
記
述
は
＝
二
面
半
1
一
第
一
部
の
一
，
一
・
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
及

び
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
服
飾
の
記
事
で
あ
る
。
健
御
前
の
記
憶
力
に
も
感
嘆
す

る
が
、
こ
れ
こ
そ
が
若
い
人
々
の
聞
き
た
い
こ
と
で
あ
り
、
健
御
前
の
喜
ん
で

語
り
た
い
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。

 
『
た
ま
き
は
る
』
第
一
部
の
記
述
は
必
ず
し
も
年
次
を
追
っ
て
書
く
と
い
う

方
式
を
採
ら
ず
、
類
似
し
た
内
容
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
構
成

の
分
析
は
前
掲
の
廣
島
氏
や
福
田
氏
、
注
1
6
所
掲
の
松
本
寧
至
氏
な
ど
の
論
に

詳
し
く
分
析
さ
れ
て
い
る
が
、
簡
略
に
序
以
降
を
示
せ
ば
、
二
 
建
春
門
院
と

そ
の
女
房
（
三
～
九
段
）
、
三
 
四
季
の
服
飾
（
一
〇
～
一
九
段
）
、
四
 
さ
ま

ざ
ま
の
し
き
た
り
（
二
〇
～
二
六
段
）
、
五
 
心
に
残
る
思
い
出
（
二
七
～
四

二
段
）
、
六
 
建
春
門
院
崩
御
と
そ
の
後
（
四
三
～
四
九
）
、
七
 
八
条
院
と
春

華
門
院
（
五
〇
～
五
七
段
）
と
い
っ
た
よ
う
な
構
成
に
な
る
。
建
春
門
院
に
つ

い
て
は
そ
の
す
べ
て
を
語
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
主
要
な
の
は
や
は
り
そ
の

時
々
の
服
飾
で
あ
ろ
う
。

 
こ
こ
で
服
飾
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
段
を
第
二
部
も
含
め
て
列
挙

し
て
お
く
。

 
A
女
院
に
つ
い
て
の
も
の
 
五
 
一
〇
 
一
五
 
二
一
 
三
四
 
三
九

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四
〇
 
五
四
（
八
条
院
）

 
B
自
分
自
身
・
の
も
の
 
 
 
一
〇
 
三
四
 
三
九
 
四
二
（
作
者
づ
き
の
雑

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
仕
の
も
）
六
四

 
C
女
房
に
つ
い
て
の
も
の
 
四
 
八
 
一
〇
～
一
四
 
一
六
 
・
一
八
 
一
九

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
一
 
二
三
 
二
四
二
九
三
一
 
三
三

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三
四
 
三
六
 
三
七
 
三
八
 
三
九
 
四
〇

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四
一
（
装
束
展
覧
）
 
五
一
（
八
条
院
の
女
房
）

 
服
飾
描
写
は
ほ
ぼ
第
一
部
に
限
ら
れ
、
第
二
部
に
は
六
四
段
。
建
春
門
院
時

代
の
朝
里
行
幸
の
と
き
の
作
者
の
服
飾
描
写
だ
け
で
あ
る
。
第
一
部
で
建
春
門

院
と
関
わ
り
の
な
い
の
も
、
八
条
院
に
関
わ
る
、

 
 
…
…
人
の
な
り
も
何
を
着
よ
と
い
ふ
事
も
な
か
り
し
か
ば
、
た
だ
、
思
ひ

 
 
思
ひ
、
お
り
も
の
、
か
ら
あ
や
、
ふ
た
へ
あ
や
、
た
だ
あ
や
、
た
だ
ぎ
ぬ

 
 
も
、
わ
が
心
に
し
た
き
ま
ま
に
て
、
け
、
は
れ
も
な
し
。
 
 
（
五
一
段
）

以
下
、
女
房
の
衣
装
が
い
か
に
不
統
一
で
簡
略
か
と
い
う
こ
と
と
、
五
四
段
で
、

八
条
院
の
衣
装
の
、

 
 
た
だ
朝
夕
の
御
有
様
は
」
よ
る
ひ
る
御
門
た
て
ま
つ
り
て
、
夏
冬
、
折
に

 
 
つ
け
て
、
人
な
ど
に
逢
は
せ
お
は
し
ま
す
ほ
ど
の
御
忌
、
常
に
う
ち
た
て

 
 
ま
つ
り
て
お
は
し
ま
し
し
。

と
い
う
無
造
作
さ
を
記
す
も
の
だ
け
で
あ
っ
た
。
ま
た
意
外
に
健
御
前
の
も
の

が
少
な
く
女
房
の
も
の
が
多
い
の
は
、
自
分
自
身
も
ふ
く
め
て
女
房
の
服
飾
に

つ
い
て
語
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
建
春
門
院
時
代
の
こ
と
は
若
い
人

に
は
よ
く
聞
か
れ
る
し
、
こ
の
平
安
後
宮
最
後
の
輝
く
日
々
を
書
き
留
め
て
お

く
責
任
感
の
よ
う
な
も
の
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

 
建
春
門
院
時
代
の
日
々
を
語
る
な
か
に
も
、
女
院
へ
の
思
慕
の
情
は
し
ば
し

ば
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
時
代
の
回
想
は
語
り
や
す
く
、
楽
し
く
懐
か

し
く
思
い
起
こ
せ
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
・
た
だ
建
春
門
院
の
崩
御
を
記
し
た
記

事
の
中
に
、

 
 
心
に
あ
ま
る
事
を
も
、
お
の
つ
か
ら
、
う
ち
か
た
ら
ふ
人
も
な
し
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
七
段
）
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と
い
う
文
が
あ
る
。
常
陸
と
い
う
女
房
が
二
十
二
歳
で
出
家
し
た
思
い
出
が
記

さ
れ
て
い
る
段
だ
が
、
死
を
語
る
こ
と
は
つ
ら
く
、
同
じ
心
に
語
り
合
え
る
人

も
そ
う
多
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
し
て
春
華
門
院
の
こ
と
な
ど
非
常
に
語
り

に
く
か
っ
た
ろ
う
。
時
の
近
い
こ
と
で
心
の
整
理
が
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
だ
け
で
は
な
い
。
春
華
門
院
と
の
関
係
自
体
が
微
妙
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
春

華
門
院
の
養
育
係
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
宮
が
五
歳
の
正
治
元
年
（
一
一
九
九
）

一
月
同
僚
民
部
卿
局
と
い
さ
か
い
を
起
こ
し
1
一
一
日
の
『
明
月
記
』
に
後

年
聞
い
た
話
と
し
て
追
記
さ
れ
て
い
る
も
の
に
よ
れ
ば
、
あ
る
者
が
健
御
前
に

つ
い
て
の
中
傷
の
手
紙
を
民
部
卿
に
送
っ
た
た
め
と
い
う
一
七
月
に
は
養
育

係
を
内
大
臣
通
親
の
女
堀
川
殿
に
替
え
ら
れ
て
い
る
。
『
明
月
記
』
七
月
二
八

日
条
に
は
、
宮
女
房
堀
川
殿
が
「
今
夜
初
参
二
一
品
宮
（
後
ノ
春
華
門
院
ン
料
」

の
車
を
定
家
が
仰
せ
に
よ
っ
て
献
じ
て
い
る
。
健
御
前
に
と
っ
て
も
定
家
に

と
っ
て
も
屈
辱
的
で
あ
っ
た
。
五
六
段
に
よ
れ
ば
、
養
育
係
を
離
さ
れ
て
も
、

心
は
い
つ
も
春
華
門
院
の
上
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
春
華
門
院
も
建
御
前
に
心
を

寄
せ
て
い
た
。

 
 
ひ
と
ま
に
は
、
何
事
も
申
し
知
ら
せ
、
な
め
げ
な
れ
ど
、
心
の
及
ぶ
か
ぎ

 
 
り
申
し
教
え
参
ら
せ
し
事
を
、
つ
ゆ
も
た
が
へ
さ
せ
お
は
し
ま
さ
ず
、
い

 
 
か
な
る
人
の
申
す
こ
と
も
、
ま
っ
し
の
び
て
召
し
て
、
お
ほ
せ
ご
と
、
あ

 
 
り
あ
は
せ
し
御
う
つ
く
し
さ
の
ハ
さ
か
し
か
ら
ず
、
不
覚
な
ら
ず
、
ま
さ

 
 
な
か
ら
ず
、
故
よ
し
も
、
人
に
す
ぎ
て
、
か
ぎ
り
な
か
り
し
御
有
様
も
、

 
 
な
べ
て
御
も
の
つ
つ
み
に
も
て
か
く
さ
せ
お
は
し
ま
し
し
御
も
て
な
し

 
 
の
、
此
の
世
に
た
ぐ
ひ
あ
る
べ
う
も
見
え
さ
せ
お
は
し
ま
さ
ざ
り
し
う
つ

 
 
く
し
さ
を
、
…
…

と
健
御
前
は
限
り
な
い
い
乏
し
さ
で
春
華
門
院
を
描
く
。
し
か
し
こ
の
間
の
詳

細
等
公
開
を
は
ば
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ま
し
て
健
御
前
は
一
人
紙
に

向
か
っ
て
筆
を
執
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
っ
た
。
養
子
の
禅
尼
が
浄
書
し
、
お

そ
ら
く
は
少
納
言
も
助
力
し
て
い
る
と
い
う
特
殊
な
執
筆
状
況
の
中
で
は
よ
け

い
書
き
に
く
く
、
抑
制
心
も
は
た
ら
く
し
、
助
力
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
ば
六
二
段
で
あ
る
。
平
家
都
落
の
後
、
八
条
院
を
訪

れ
た
後
白
河
法
皇
は
高
倉
院
の
第
四
皇
子
（
後
鳥
羽
天
皇
）
が
位
に
つ
く
こ
と

と
そ
の
理
由
を
語
る
。
法
皇
の
御
幸
に
女
房
た
ち
は
退
出
す
る
が
健
御
前
は
わ

ざ
と
居
残
っ
て
聞
い
て
し
ま
う
話
で
あ
る
。
こ
の
段
は
「
さ
て
そ
の
の
ち
は
」

で
始
ま
り
、
六
一
段
を
し
っ
か
り
と
承
け
て
い
る
が
、
六
一
段
は
前
に
述
べ
た

よ
う
に
第
一
部
の
五
〇
段
と
内
容
が
重
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
二
段
は

一
続
き
の
紙
に
書
か
れ
て
い
て
、
執
筆
段
階
で
禅
尼
な
ど
の
意
見
も
参
酌
し
て

捨
て
る
こ
と
に
な
り
、
前
半
六
一
段
に
相
当
す
る
部
分
が
、
書
き
改
め
ら
れ
る

か
、
口
述
さ
れ
る
か
し
て
五
〇
段
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
六
一
段
の
前
に
は

「
此
事
興
趣
揮
。
早
堀
破
却
」
と
い
う
定
家
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
こ
れ
は
普

通
六
〇
段
春
華
門
院
御
悩
に
か
か
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
皇
室
の
秘
事
を

故
意
に
聞
い
た
話
ほ
ど
揮
の
あ
る
こ
と
は
な
い
。
六
一
段
と
六
二
段
が
一
続
き

の
紙
に
書
か
れ
て
い
た
た
め
定
家
は
そ
の
最
初
に
書
き
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

老
病
を
し
、
自
分
の
死
の
近
い
こ
と
を
思
っ
た
健
御
前
が
書
き
た
か
っ
た
こ
と

は
、
お
仕
え
し
た
三
女
院
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
で
あ
っ
た
。
特
に
建
春
門
院
に

つ
い
て
は
、
そ
の
華
や
か
な
日
々
と
服
飾
を
中
心
に
、
何
度
も
語
る
こ
と
を
ね

だ
ら
れ
、
語
り
も
し
、
健
保
四
年
前
後
に
は
あ
る
程
度
草
稿
も
作
っ
て
い
た
。

ま
た
も
う
一
つ
、
追
慕
し
て
や
ま
な
い
春
華
門
院
の
こ
と
は
是
非
書
き
た
か
っ

た
の
だ
が
、
そ
の
心
の
整
理
が
な
か
な
か
つ
か
ず
、
体
力
は
一
層
衰
え
、
や
む

な
く
養
子
の
禅
尼
や
少
納
言
の
助
力
を
求
め
て
ま
と
め
た
の
だ
ろ
う
。
特
殊
な

『
た
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る
』
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立
老
主
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執
筆
状
況
下
で
は
、
八
条
院
と
春
華
門
院
の
話
を
簡
単
に
し
て
春
華
門
院
追
慕

の
歌
八
首
で
締
め
く
く
る
し
か
方
法
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
建
学
門
院
時

代
の
華
や
か
さ
と
、
春
華
門
院
と
の
日
々
と
喪
失
の
悲
し
み
、
こ
の
二
つ
が
執

筆
に
当
た
っ
て
の
二
つ
の
大
き
な
テ
ー
マ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
前
者
に
偏
し

た
ま
ま
終
わ
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
作
品
な
の
で
あ
る
。
加
藤
典
子
氏
は
、
春

華
門
院
の
死
と
作
者
の
大
病
を
も
っ
と
も
大
き
な
執
筆
動
機
と
見
、
反
古
中
の

春
華
門
院
の
記
事
を
、
「
春
華
門
院
の
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
再
び
作
品
を

書
こ
う
と
し
た
時
の
下
書
き
・
案
で
は
な
か
っ
た
か
」
と
推
定
し
て
お
ら
れ
る
。

新
し
い
作
品
を
書
く
ほ
ど
の
気
力
が
あ
っ
た
か
は
疑
問
だ
が
、
一
旦
書
了
し
た

部
分
だ
け
で
は
も
の
足
り
ず
、
春
華
門
院
に
つ
い
て
ま
た
書
き
始
め
た
こ
と
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

確
か
で
あ
る
。
そ
れ
を
証
拠
だ
て
る
の
は
第
二
部
の
最
初
に
置
か
れ
た
、
健
御

前
の
抱
い
て
い
た
幼
い
春
華
門
院
が
水
晶
と
な
っ
て
落
ち
、
砕
け
散
る
と
い
う

夢
を
記
し
た
段
で
、
こ
こ
は
前
に
引
い
た
よ
う
に
「
袖
に
み
だ
る
る
白
玉
と
あ

る
は
」
で
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
追
慕
八
首
中
の
、

 
白
玉
の
そ
で
よ
り
ほ
か
に
み
だ
り
に
し
ゅ
め
に
ま
ど
ひ
て
き
え
な
ま
し
か
ば

の
説
明
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
第
一
部
最
後
の
ま
と
め
に
ふ
さ
わ
し
い
段

を
承
け
て
い
る
以
上
、
こ
れ
は
ま
と
め
の
段
階
で
切
り
捨
て
ら
れ
た
も
の
で
は

あ
り
え
な
い
。
ま
だ
ま
だ
書
け
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
切
実
に
語
り
た
か
っ

た
こ
と
を
、
健
御
前
は
ま
た
書
き
始
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
の
量
は
多
分

書
け
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
と
も
か
く
ま
た
書
き
始
め
た
も
の
が
第
二
部
に

残
っ
て
い
る
こ
と
を
重
く
見
て
、
付
篇
と
い
う
こ
と
ば
を
避
け
た
の
で
あ
る
。

 
注
1
伝
本
に
つ
い
て
は
注
2
所
引
書
解
説
参
照
。

 
 
2
『
た
ま
き
は
る
』
（
平
五
・
六
 
早
稲
田
大
学
出
版
部
）

 
 
3
建
春
門
院
中
納
言
日
記
の
性
格
 
国
文
学
雑
誌
（
藤
女
子
大
学
）

 
一
六
 
昭
四
九
・
一
〇
（
『
平
安
女
流
日
記
文
学
の
研
究
続
編
』
所
収
）

4
本
文
の
引
用
は
便
宜
日
本
古
典
全
書
『
健
寿
御
前
日
記
』
（
昭
二
九
・

三
 
朝
日
新
聞
社
）
に
よ
り
段
数
を
示
す
。
注
2
複
製
本
も
参
酌
し
た
。

5
「
い
さ
よ
ふ
月
」
と
「
あ
ぢ
き
な
き
そ
の
名
」
と
 
国
語
解
釈
 
昭
一

 
一
・
五

6
建
春
門
院
中
納
言
日
記
の
覚
書
 
国
学
 
昭
一
三
二

7
『
た
ま
き
は
る
』
の
日
記
文
学
性
 
中
世
文
学
 
一
六
 
昭
四
六
・
五

8
「
健
御
前
日
記
」
の
主
題
に
つ
い
て
 
解
釈
 
昭
四
八
・
二

9
建
春
門
院
中
納
言
日
記
（
『
中
世
文
学
論
考
』
 
昭
五
〇
・
五
 
明
治

書
院
 
所
載
）

10

w
建
春
門
院
中
納
言
日
記
』
の
執
筆
動
機
と
主
題
 
新
樹
（
梅
光
女
学

院
大
学
大
学
院
）
五
 
昭
五
七
・
一
〇

11

痰
ｦ
ば
北
川
博
邦
氏
編
『
日
本
名
跡
大
字
典
』
（
角
川
書
店
）
に
源
俊

房
水
左
記
よ
り
と
し
て
掲
げ
る
。
．
し
㌧
は
近
い
し
、
定
家
も
自
筆
申
文

 
の
」
、
「
令
申
其
閾
」
の
よ
う
な
形
は
よ
く
用
い
、
こ
れ
が
少
し
変
形

 
す
れ
ば
『
た
ま
き
は
る
』
の
例
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
・

12

a
泉
式
部
日
記
に
お
け
る
奥
書
の
問
題
 
武
蔵
野
文
学
 
五
 
昭
三

 
三
・
三

13

高
Q
所
掲
書
解
説
 
旧
金
沢
文
庫
本
の
奥
書

14

柱
苟
O
の
八
条
院
追
慕
に
つ
い
て
 
国
語
と
国
文
学
 
平
五
・
七

15

柱
苟
O
日
記
の
構
成
に
つ
い
て
 
鶴
見
女
子
大
学
紀
要
 
昭
四
四
・
一

 
ニ

ー6

ｼ
本
寧
至
氏
 
泰
平
門
院
中
納
言
日
記
の
研
究
（
『
中
世
女
流
日
記
文

学
の
研
究
』
昭
五
八
・
二
 
明
治
書
院
所
載
）
注
1
0
所
思
論
考
な
ど
。

（84）


